
７．サービス機能（トランスレーション）
1） 必要とされる機能の位置づけ
(1) 当資料での想定範囲
当資料作成においては、下図のようなESP間国際接続(※１)を想定してサービス機能を検討している。A国のESPを使うA社と、B国のESPを使うB社の2社間のEDIを実現する際に必要となるサービス機能(トランスレーション)について記述する。


(2) 将来の検討可能性について
ESP間国際接続にあたり、別途定義された標準信頼性空間を全てのESPが利用することで個別の仕様調整を必要とせず接続性の確保ができることが望ましい。現段階では実現できていないが多くのESPの賛同によりこのような形となることが理想的である。



2） 想定されるメッセージ形式・データ表現形式
各ESPはA社、B社の使うメッセージ形式を取り扱うことができ、対向となるESPとの送受信および対向となるA社、B社の望むメッセージ形式へのトランスレーション機能が必要となる。この際に取り扱うメッセージ形式は、これから挙げるようなものが想定される。
(1) メッセージ標準
1 ASC X12系
1. ASC X12
2. HL-7
3. HIPAA
2 EDIFACT系
1. EDIFACT
2. EANCOM
3. ODETTE
4. Tradacoms
5. VDA
6. CII(EIAJ)
3 XML系
1. RosettaNet PIP
2. SWIFT MX
3. ISO7775
4. ISO20022 XML
5. ISO15022
6. ACORD
7. CIDX
8. NACHA
4 その他
1. 全銀
2. J手順
3. 
(2) アプリケーションベンダー独自表現形式
1 IDOC
<バージョンによりかなり違うが…>
2 Oracle
3 Microsoft(Excel)
4 People Soft
5 QAD
6 
(3) その他の一般的なデータ表現形式
1 CSV
<TSVなど含む>
2 固定長


3） 想定される文字コードと取扱い

≪DAL黒渕氏調査内容を転記≫


4） [もし必要があれば、一部補足する解説]　←現状無し
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